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第
一
章　

は
じ
め
に

　

近
世
の
西
海
捕
鯨
業
は
、
複
数
藩
域
に
ま
た
が
る
広
域
的
な
操
業
形
態
を

特
徴
と
し
、
と
り
わ
け
肥
前
国
平
戸
藩
生
月
島
を
拠
点
と
し
た
益
冨
又
左
衛

門
組
（
以
下
、
益
冨
組
）
は
、
そ
の
中
心
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
。
益
冨

組
は
、
本
拠
地
の
平
戸
藩
以
外
の
広
範
な
地
域
か
ら
労
働
力
を
動
員
し
、
複

数
の
鯨
組
を
同
時
に
運
営
す
る
「
藩
際
捕
鯨
業
」
を
展
開
し
た
点
に
独
自
性

が
あ
る）

1
（

。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
三
）
を
中
心
と
し
た

「
割
」
史
料
の
翻
刻
と
分
析
を
通
じ
て
、
益
冨
組
が
人
的
資
源
を
い
か
に
調

達
・
配
分
し
、
広
域
的
な
捕
鯨
業
経
営
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た）

2
（

。
膨
大
な
労
働
力
を
複
数
の
鯨
組
へ
と
効
率
的
に
配
分

す
る
「
割
」
と
呼
ば
れ
る
益
冨
組
の
仕
組
み
は
、
他
藩
の
捕
鯨
漁
場
へ
の
進

出
を
支
え
た
人
的
資
源
管
理
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点

か
ら
、
近
世
中
後
期
の
西
海
地
方
に
お
い
て
、
最
大
規
模
の
鯨
組
へ
と
発
展

し
た
益
冨
組
の
経
営
組
織
お
よ
び
生
産
地
域
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
羽
指
・
友
押
・
若
衆
と
い
っ
た
従
事
者
が
三
組
か
ら

五
組
の
複
数
の
鯨
組
に
編
成
さ
れ
、
漁
場
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
組
織
再

編
が
行
わ
れ
て
い
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

と
く
に
、
捕
獲
技
術
の
中
核
を
担
う
羽
指
の
継
続
性
と
、
友
押
の
広
域
的

な
流
動
性
が
併
存
す
る
こ
と
で
、
嘉
永
期
ま
で
の
益
冨
組
の
拡
張
を
支
え
た

労
働
力
の
特
徴
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
安
政
期
（
一
八
五
四
〜
一

八
五
九
）
に
入
る
と
、
捕
獲
量
の
減
少
に
加
え
、
藩
か
ら
の
借
財
の
増
大
な

ど
に
よ
り
、
捕
鯨
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
、
益
冨
組
も
経
営
の
縮
小
・
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
衰

退
局
面
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た）

3
（

。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
衰
退
期
に
あ
た
る
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
か

ら
同
六
年
（
一
八
五
九
）、
さ
ら
に
今
回
翻
刻
す
る
史
料
上
「
安
政
七
年
」

と
記
さ
れ
る
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
ま
で
の
新
出
の
「
割
」
史
料
を
翻
刻

し
、
そ
の
分
析
を
加
え
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
衰
退
期
に
お
け
る
益
冨
組
の

労
働
力
配
置
の
実
態
を
検
討
す
る
。

　

拙
著
に
お
け
る
嘉
永
期
の
研
究
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
経
営
が
困
難
に
直

面
し
た
衰
退
期
に
お
い
て
、
益
冨
組
は
い
か
な
る
労
働
力
配
置
を
維
持
し
、

あ
る
い
は
変
容
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
り
わ
け
、
第
一
に
鯨
組

組
織
に
お
け
る
羽
指
層
の
存
在
と
編
成
時
の
巧
み
な
配
分
、
第
二
に
友
押
の

出
身
地
の
偏
在
、
第
三
に
羽
指
と
友
押
の
定
着
性
の
差
異
と
そ
の
バ
ラ
ン
ス
、

と
い
う
三
点
に
注
目
す
る
。

　

ま
た
、
宇
久
島
な
ど
の
特
定
地
域
へ
の
依
存
度
や
労
働
力
の
供
給
地
域
の

特
徴
を
再
検
証
す
る
こ
と
で
、
衰
退
期
に
お
け
る
大
規
模
捕
鯨
業
経
営
の
存

続
基
盤
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
単
に
一
巨
大
鯨
組
の
消
長
を
追
う
だ

け
で
な
く
、
西
海
地
方
に
お
け
る
藩
境
を
越
え
た
広
域
的
な
労
働
力
の
雇
用

構
造
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
、産
業
史
的
観
点
か
ら
再
考
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

第
二
章　

翻
刻
史
料
の
分
析

　

本
稿
で
紹
介
す
る
安
政
期
（
一
八
五
四
〜
一
八
五
九
）
の
「
割
」
史
料
（
表

2
〜
26
）
は
、
益
冨
組
が
経
営
上
の
困
難
に
直
面
し
て
い
た
衰
退
期
の
内
部

組
織
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
編
成
内
容
を
検
討
す
る
と
、
安
政

期
は
捕
鯨
業
経
営
の
衰
退
が
顕
在
化
す
る
時
期
に
あ
た
り
、
労
働
力
配
置
に

も
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
史
料
に
記
載
さ
れ
た
羽
指
・

友
押
の
名
簿
を
精
査
し
て
み
る
と
、
安
政
期
の
労
働
力
配
置
に
は
い
く
つ
か

の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

（
一
）
益
冨
家
文
書
の
「
割
」
史
料

　

益
冨
家
文
書
に
は
、
捕
鯨
組
織
の
内
部
編
成
を
示
す
「
割
」
史
料
が
多
数

残
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
表
1
は
、
現
時
点
で
直
接
確
認
で
き
た
「
割
」
史
料
を
一

覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
天
保
期
（
一
八
三
○
〜
一
八

四
三
）
以
降
、
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
期
（
一
八
四
四
〜
一
八
五
九
）
を
中
心

と
し
て
、
明
治
初
期
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
益
冨
組
に

お
け
る
労
働
力
配
置
や
操
業
体
制
の
実
態
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る）

5
（

。

　

表
1
で
は
「
表
裏
紙
等
の
備
考
」
と
し
て
い
る
が
、
作
成
時
期
を
見
る
と
、

多
く
は
冬
組
・
春
組
の
開
始
時
期
に
あ
た
る
十
一
月
お
よ
び
二
月
頃
に
集
中

し
て
お
り
、
操
業
開
始
に
向
け
た
労
働
力
配
置
や
役
割
分
担
を
把
握
す
る
た

め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
内
容
は
、「
別
当
」「
若
衆
」「
羽

指
」「
友
押
」
と
い
っ
た
職
種
ご
と
の
編
成
を
中
心
と
し
、
各
人
の
名
前
や

出
身
地
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
羽
指
割
・
友
押
割
は
、
捕
獲
現
場
に
お
け

る
実
務
的
な
組
み
合
わ
せ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
拙
著
で
も
考
察
し
た
よ
う

に
、
羽
指
間
の
力
量
の
均
衡
や
羽
指
・
友
押
間
の
関
係
性
を
反
映
し
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い）

6
（

。
別
当
割
は
畳
屋
を
名
乗
る
益
冨
家
の
分
家
・
別
家
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
各
組
支
配
人
の
役
割
分
担
を
示
し
、
若
衆
割
は
納
屋
場

運
営
や
連
絡
業
務
な
ど
を
含
む
細
か
な
職
務
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

作
業
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
、「
流
番
」
か
ら
は
、
羽
指
に
よ
る
回
遊
鯨
の
探
索
・
監
視
を
担

う
役
割
が
確
認
で
き
る
ほ
か）

7
（

、「
船
割
」「
網
割
」「
帆
割
」「
前
細
工
割
」
な

ど
の
史
料
か
ら
は
、
鯨
船
編
成
や
鯨
船
・
漁
具
・
船
具
な
ど
を
準
備
し
操
業

体
制
を
整
え
る
前
細
工
に
お
け
る
作
業
分
担
の
実
態
が
う
か
が
え
る
。「
小

納
屋
道
具
割
」
か
ら
は
、
鯨
解
体
作
業
を
め
ぐ
る
益
冨
組
の
大
納
屋
と
の
関

係
を
示
す
納
屋
場
内
部
の
役
割
編
成
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、

表
1
で
は
「
■
」
を
付
し
た
一
部
の
史
料
は
、
単
年
度
の
労
働
力
配
置
に
と

ど
ま
ら
ず
、
複
数
年
に
わ
た
る
配
置
状
況
を
集
計
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ

り
、
益
冨
組
が
長
期
的
視
点
か
ら
組
織
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

表
1
に
掲
げ
た
「
割
」
史
料
は
単
な
る
人
名
帳
で
は
な
く
、
沖
場
・
納
屋

場
を
含
む
益
冨
組
全
体
の
操
業
体
制
を
掌
握
し
、
調
整
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
内
部
管
理
上
の
重
要
な
記
録
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
包
紙
や
表
紙

等
の
記
載
か
ら
、
お
そ
ら
く
別
当
畳
屋
の
支
配
人
層
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、

最
終
的
に
は
益
冨
家
当
主
の
承
認
を
経
て
運
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
表
1
の
な
か
で
も
最
も
多
く
確
認
で
き
る
安
政
期
に
作
成
さ
れ
た
表

2
〜
26
の
史
料
は
、
益
冨
組
の
衰
退
期
に
お
け
る
労
働
力
配
置
お
よ
び
操
業

体
制
の
変
容
と
と
も
に
、
廃
業
直
前
に
至
る
ま
で
鯨
組
と
し
て
操
業
を
維
持

し
て
い
た
実
態
を
具
体
的
に
示
す
史
料
と
し
て
、
幕
末
期
の
経
営
を
検
討
す

る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。

（
二
）
羽
指
の
継
続
性
と
捕
鯨
漁
場
で
の
流
動
性

　

羽
指
に
つ
い
て
は
継
続
性
と
階
層
の
固
定
化
が
指
摘
で
き
る）

8
（

。
と
く
に
、

捕
獲
量
の
減
少
や
経
営
資
金
の
逼
迫
に
よ
り
、
新
規
雇
用
や
組
織
拡
張
が
困

難
と
な
っ
た
結
果
、
既
存
の
中
核
メ
ン
バ
ー
を
維
持
す
る
方
向
が
一
層
強

ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
拙
著
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
益
冨
組
の
羽

指
は
定
雇
で
あ
り
、
し
か
も
世
襲
的
性
格
を
有
し
て
い
た）

9
（

。
こ
れ
に
よ
り
、

鯨
船
の
指
揮
と
捕
獲
を
担
う
技
術
職
で
あ
る
羽
指
は
、
嘉
永
期
（
一
八
四
八

〜
一
八
五
三
）
か
ら
安
政
期
（
一
八
五
四
〜
一
八
五
九
）
に
か
け
て
極
め
て

高
い
継
続
性
を
示
し
て
い
る
。

　

表
2
の
安
政
元
年
冬
組
か
ら
表
5
の
安
政
三
年
春
組
ま
で
の
御
崎
組
の
勢

子
船
の
羽
指
で
は
、
梶
右
衛
門
・
鷲
右
衛
門
・
豊
大
夫
の
三
名
が
継
続
し
て

確
認
で
き
、
こ
の
組
の
親
父
羽
指
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い）

10
（

。
ま
た
、
表

2
・
4
の
記
載
は
表
20
・
21
の
御
崎
組
の
羽
指
名
と
も
一
致
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
三
名
に
つ
い
て
は
、
拙
著
で
検
討
し
た
嘉
永
期
の
益
冨
御
崎
・
前
目
組

な
ど
に
お
い
て
も
、
羽
指
名
の
上
位
三
名
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

豊
大
夫
に
つ
い
て
は
四
番
目
に
記
載
さ
れ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
安
政
期

に
入
る
と
豊
大
夫
は
三
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
親
父
羽
指
へ
昇
進

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る）

11
（

。

　

さ
ら
に
、
表
6
・
7
か
ら
は
益
冨
組
全
体
に
お
け
る
羽
指
の
階
層
に
お
い

て
、
太
五
郎
が
最
上
位
の
親
父
羽
指
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
太
五

郎
は
嘉
永
期
以
来
、
継
続
し
て
筆
頭
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

太
五
郎
の
下
に
は
市
左
衛
門
、
そ
の
下
に
は
梶
右
衛
門
が
位
置
し
て
い
た）

12
（

。

表
20
・
21
に
よ
れ
ば
、
安
政
元
・
二
年
に
は
太
五
郎
が
壱
岐
の
勝
本
・
前
目

組
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
22
の
安
政

三
年
に
な
る
と
太
五
郎
は
御
崎
組
へ
移
り
、
梶
右
衛
門
が
勝
本
組
へ
移
動
し
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て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
拙
著
で
指
摘
し
た
嘉
永
期
の
状
況
と
も
整
合
的

で
あ
り
、
羽
指
の
階
層
が
一
定
程
度
固
定
化
し
つ
つ
も
、
益
冨
組
全
体
と
し

て
は
鯨
船
種
別
の
枠
組
み
の
な
か
で
流
動
的
な
配
置
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
位
の
親
父
羽
指
お
よ
び
三
番
目
以
下
の
羽
指
に

つ
い
て
も
、
拙
著
で
指
摘
し
た
よ
う
に
各
表
の
羽
指
部
分
全
体
か
ら
見
て
流

動
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
力
量
の
均
等
的
配
分
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
。

　

太
五
郎
は
安
政
四
年
冬
組
（
表
8
・
9
・
22
・
23
な
ど
）
以
降
に
は
追
跡

で
き
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
御
崎
組
で
は
佐
次
兵
衛
が
三
番
目
に
位
置
す

る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
上
位
に
は
壱
岐
の
勝
本
・
前
目
両
組
を
含
め
て
、

前
述
の
梶
右
衛
門
・
鷲
右
衛
門
・
豊
大
夫
以
外
に
伝
次
右
衛
門
・
勝
大
夫
・

寅
大
夫
・
八
大
夫
・
清
蔵
ら
が
存
在
し
て
い
た）

13
（

。
こ
の
点
は
、
と
く
に
表
11

お
よ
び
表
21
〜
24
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

羽
指
は
捕
獲
技
術
の
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
高
度
な
経
験
と
判
断
力

が
求
め
ら
れ
る
た
め
容
易
に
代
替
で
き
る
職
種
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

安
政
期
の
よ
う
な
衰
退
局
面
に
お
い
て
も
益
冨
組
が
上
位
の
羽
指
層
を
維
持

し
続
け
た
こ
と
は
、
技
術
継
承
の
重
視
と
操
業
安
定
性
を
最
優
先
し
た
経
営

判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
益
冨
組
全
体
で
は
一
定
の
入
れ
替
わ
り
が
認
め
ら
れ
、
上
位
者

の
引
退
に
伴
っ
て
次
位
層
が
昇
進
す
る
構
造
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

益
冨
組
で
は
中
核
的
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
と
と
も
に
、
組
間
で
の
配
置

転
換
や
階
層
上
昇
を
通
じ
て
、
現
場
で
の
経
験
や
実
績
を
踏
ま
え
た
労
働
力

配
置
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
羽
指
層
の
固

定
化
と
組
間
の
流
動
性
人
員
の
入
れ
替
わ
り
の
併
存
は
、
嘉
永
期
以
降
の
益

冨
組
に
お
け
る
人
的
資
源
管
理
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
末
期
経
営

を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
人
的
資
源
管
理
を
可
能
に
し
た
背
景
に
は
、
羽
指

層
に
見
ら
れ
る
世
襲
的
継
承
の
存
在
が
関
係
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
各
表
に
見
ら
れ
る
羽
指
見
習
い
と
考
え
ら
れ
る
「
増
加
子
」

に
は
、
表
2
の
「
久
米
七
ノ
寅
左
衛
門
」「
丹
蔵
ノ
牛
右
衛
門
」
な
ど
の
事

例
が
確
認
で
き
る）

14
（

。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
史
料
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
久

米
七
・
丹
蔵
の
「
忰
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
羽
指
層
に
お
い
て
親
子
間
の
捕

獲
技
術
の
継
承
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

捕
獲
技
術
の
継
承
と
人
材
の
安
定
的
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
世
襲
的
継
承
は
羽
指
層
の
再
生
産
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た

こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
世
襲
的
継
承
と
人
的
資
源
管
理
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
友
押
の
囲
い
込
み
と
出
身
地
偏
在
の
継
続

　

本
節
で
は
、
安
政
期
（
一
八
五
四
〜
一
八
五
九
）
の
「
割
」
史
料
に
記
載

さ
れ
た
友
押
の
出
身
地
に
注
目
し
、
そ
の
地
域
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
割
」
史
料
に
お
い
て
捕
獲
係
で
あ
る
羽
指
に
次
い
で
重
要
な
役
割
を
担
う

の
が
、
捕
鯨
船
の
操
船
を
司
る
友
押
、
す
な
わ
ち
加
子
を
統
率
す
る
船
頭
で

あ
る
。
そ
の
出
身
地
の
偏
り
は
、
益
冨
組
に
お
け
る
労
働
力
調
達
の
構
造
を

理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
要
素
と
な
る）

15
（

。

　

安
政
期
に
お
け
る
友
押
の
出
身
地
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
嘉
永
期
（
一
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八
四
八
〜
一
八
五
三
）
に
見
ら
れ
た
出
身
地
構
成
を
さ
ら
に
尖
鋭
化
さ
せ
た

よ
う
な
地
域
的
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
点
は
嘉
永
期
に
引
き
続
き
、

特
定
地
域
へ
の
集
中
傾
向
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
ら
れ
る
。

羽
指
と
は
対
照
的
に
、
友
押
に
は
人
員
の
入
れ
替
わ
り
が
頻
繁
に
確
認
で
き

る
。
友
押
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
長
期
雇
用
さ
れ
る
者
も
見
ら
れ
る
が
、

一
年
も
し
く
は
数
年
単
位
で
の
交
替
が
多
く
、
安
政
期
に
お
い
て
も
そ
の
傾

向
は
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
友
押
の
入
れ
替
わ
り
は
広
範
な
地

域
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
特
定
の
地
域
社
会
に
深

く
依
存
し
た
形
で
行
わ
れ
て
い
た
。
安
政
期
に
お
い
て
人
的
資
源
の
「
囲
い

込
み
」
が
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
表
2
〜
19
・
26
に
示
し
た
友
押
の
出

身
地
の
比
較
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
個
々
の
友
押
は
入
れ
替
わ
る
も
の
の
、
そ
の
出
身
地
は
ほ
ぼ

一
定
で
あ
っ
た
。
安
政
期
の
友
押
は
、
宇
久
島（
下
山
・
平
・
神
浦
・
飯
良
・

小
浜
・
長
野
・
蒲
浦
な
ど
）
の
出
身
者
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
小
値
賀
島

（
斑
・
黒
島
・
笛
吹
・
前
方
・
寺
島
な
ど
）
の
出
身
者
が
続
い
て
お
り
、
嘉

永
期
以
来
の
出
身
地
偏
在
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る）

16
（

。
表
2

〜
19
・
26
を
見
る
と
、
宇
久
島
出
身
者
は
各
年
で
八
〜
二
十
三
名
程
度
確
認

で
き
、
そ
の
人
数
に
は
多
少
の
幅
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
多

く
の
友
押
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
表
14
・
16
・
17

で
は
二
十
二
名
、
表
11
・
13
・
15
で
は
二
十
三
名
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、

小
値
賀
出
身
者
は
二
〜
六
名
程
度
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
御
崎
組
に

お
け
る
状
況
で
あ
り
、
表
13
〜
19
の
壱
岐
の
両
組
お
よ
び
五
島
藩
板
部
組
で

は
、
小
値
賀
出
身
者
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
安
政
期
に
お
い
て
益
冨
組
の
衰
退
が
嘉
永
期
以
上
に
深
刻
化
す

る
な
か
で
も
、
五
島
藩
の
宇
久
島
や
同
じ
平
戸
藩
の
小
値
賀
島
お
よ
び
そ
の

他
地
域
と
の
労
働
力
調
達
網
を
保
持
し
な
が
ら
、
そ
の
供
給
源
を
信
頼
性
の

高
い
特
定
の
地
域
社
会
へ
と
収
斂
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

益
冨
組
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
生
月
島
の
御
崎
組
に
あ
っ
て
も
、
同
島
お
よ

び
壱
岐
出
身
者
は
三
名
程
度
に
と
ど
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
と
く
に

宇
久
島
へ
の
圧
倒
的
な
依
存
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
月
島

周
辺
の
島
嶼
部
に
お
い
て
友
押
の
ほ
ぼ
全
数
が
供
給
さ
れ
て
い
た
実
態
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
地
縁
に
基
づ
く
集
団
化
の
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
宇

久
島
の
各
集
落
か
ら
複
数
の
友
押
が
ま
と
ま
っ
て
動
員
さ
れ
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
る）

17
（

。
こ
れ
は
単
な
る
個
別
雇
用
で
は
な
く
、
宇
久
島
の
村
落
共
同
体

と
益
冨
組
と
の
間
に
、
安
定
的
な
労
働
力
供
給
を
め
ぐ
る
準
組
織
的
な
関
係

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
安
政
期
に
お
け
る
益
冨
組
は
、
宇
久
島
を
中
心
と
す
る
特
定

の
地
域
社
会
に
対
し
て
強
い
依
存
関
係
を
示
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
土
肥
組
・
中
尾
組
な
ど
他
の
巨
大
鯨
組
と
の
比
較
検
討
を
要

す
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
傾
向
は
益
冨
組
の
重
要
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
益
冨
組
は
最
も
信
頼
性
の
高
い
特
定
の
地
域
社
会
に
労

働
力
供
給
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
時
に
複
数
組
を
展
開
可
能
と
す
る

供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
益
冨
組
を
西
海
捕
鯨
業

史
上
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
巨
大
鯨
組
と
し
て
存
続
さ
せ
た
要
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
宇
久
島
が
西
海
地
方
に
お
け
る
熟
練

友
押
の
主
要
な
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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（
四
）
双
海
船
の
出
身
地
と
そ
の
変
化

　

双
海
船
（
網
船
）
の
船
頭
・
加
子
の
出
身
地
は
、
友
押
と
は
異
な
る
歴
史

的
展
開
を
示
し
て
い
る
。
近
世
中
期
以
降
、
双
海
船
の
雇
用
地
域
は
、
ま
ず

備
後
国
田
島
に
集
中
し
て
い
た）

18
（

。
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
『
福
山
志
料
』
に

は
、「
肥
前
五
島
平
戸
ノ
鯨
船
ノ
漁
人
多
ク
ハ
コ
コ
ヨ
リ
出
ル
、
七
月
ニ
行

四
月
ニ
カ
ヘ
ル
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
田
島
は
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
主
要

な
供
給
地
で
あ
っ
た
。
益
冨
組
を
含
む
西
海
地
方
の
鯨
組
は
、
田
島
の
漁
民

を
双
海
船
の
船
頭
・
加
子
と
し
て
恒
常
的
に
雇
用
し
て
い
た）

19
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
宝
暦
期
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
三
）
か
ら
寛
政
期
（
一

七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
に
か
け
て
、
双
海
船
の
雇
用
地
域
は
田
島
か
ら
周
防

国
の
島
嶼
部
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
は
、
佐
郷

島
の
漁
民
に
つ
い
て
「
九
州
鯨
組
江
行
相
稼
者
も
有
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
近
隣
の
牛
島
・
岩
見
島
の
島
々
を
含
め
る
と
、
百
人
を
超
え
る
規
模

の
出
稼
ぎ
が
存
在
し
て
い
た
。
双
海
船
の
雇
用
圏
は
田
島
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
周
防
国
の
佐
郷
島
・
牛
島
・
岩
見
島
へ
と
拡
大
し
、
瀬
戸
内
海
か
ら
西

海
地
方
へ
と
ま
た
が
る
季
節
的
な
労
働
力
供
給
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
て
い
た）

20
（

。

　

表
4
〜
9
お
よ
び
表
17
・
18
に
よ
れ
ば
、
双
海
船
の
出
身
地
に
変
化
が
認

め
ら
れ
る
。
従
来
見
ら
れ
た
佐
郷
島
・
牛
島
・
岩
見
島
の
名
は
姿
を
消
し
、

田
島
に
加
え
て
新
た
に
矢
島
・
四
代
が
登
場
す
る
。
矢
島
・
四
代
は
い
ず
れ

も
佐
郷
島
周
辺
に
位
置
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
旧
来
の
雇
用
圏
が

規
模
を
縮
小
し
つ
つ
も
、
な
お
維
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
変
化
を
単
純
に
経
営
的
要
因
の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
佐
郷
島
・
牛
島
・
岩
見
島
な
ど
で
は
、
他
漁
業
の
展
開
や
地
域
内

に
お
け
る
就
業
機
会
の
増
加
、
あ
る
い
は
他
鯨
組
へ
の
労
働
力
の
分
散
な
ど
、

複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
労
働
力
供
給
構
造
が
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
益
冨
組
に
お
け
る
双
海
船
の
雇
用
は
、
田
島
を
中
核
と
す
る
形

で
周
辺
地
域
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に

つ
い
て
は
地
域
社
会
側
の
動
向
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
推
移
は
、
西
海
捕
鯨
業
の
発
展
期
に
は
広
域
的
な
労
働
力
供
給
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
一
方
、
衰
退
期
に
は
益
冨
組
の
経
営
状

況
の
変
化
や
捕
獲
体
制
の
再
編
に
伴
い
、
双
海
船
人
員
の
雇
用
構
成
が
変
容

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
網
の
補
修
に
も
対
応
し
得
る
技

術
を
有
す
る
田
島
出
身
者
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
複
数
の
鯨
組

を
同
時
展
開
す
る
な
か
で
、
そ
の
雇
用
規
模
も
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
益
冨
組
の
中
後
期
経
営
を
支
え
た
重
要
な
別
当
で
あ
る
畳
屋
勢
右

衛
門
家
に
残
さ
れ
た
史
料
に
は
、「
一
鞆
・
田
嶌　

双
海
組
出
扶
持
宿
元
出

船
之
日
ゟ
渡
ス
、
組
上
り
七
日
扶
持
。
尤
田
嶋
前
細
工
へ
居
候
船
ハ
組
出
之

日
よ
り
組
算
用
。
一
上
関　

室
積　

岩
見　

佐
郷（
佐
合
）　

矢
し
ま（
八
島
）　

四
代　

牛
間（
牛
島
）　

室
津
。〆
組
出
宿
元
出
船
之
日
よ
り
上
り
五
日
扶
持
」

と
あ
り）

21
（

、
前
述
し
た
双
海
船
の
雇
用
地
域
が
田
島
を
中
心
と
し
て
瀬
戸
内
海

沿
岸
お
よ
び
島
嶼
部
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

益
冨
組
は
田
島
を
中
核
と
し
つ
つ
、
広
域
に
わ
た
る
雇
用
地
域
を
形
成
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
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第
三
章　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
安
政
期
（
一
八
五
四
〜
一
八
五
九
）
に
作
成
さ
れ
た
益
冨
組

の
「
割
」
史
料
を
翻
刻
し
、
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
三
）
の
状
況
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
衰
退
期
に
お
け
る
労
働
力
配
置
の
実
態
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
安
政
期
の
益
冨
組
に
は
、
①
組
織
編
成
の
固
定
化
、
②
友
押

の
出
身
地
の
極
端
な
地
域
偏
在
、
③
羽
指
と
友
押
の
定
着
性
の
差
異
、
④
双

海
船
の
雇
用
地
域
の
変
容
と
い
う
四
つ
の
特
徴
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、

捕
鯨
業
経
営
の
衰
退
に
伴
い
、
労
働
力
の
調
達
・
配
置
の
あ
り
方
が
変
化
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

益
冨
組
は
嘉
永
期
ま
で
の
事
業
拡
大
期
に
お
い
て
、
西
海
地
方
か
ら
瀬
戸

内
地
方
に
至
る
広
域
的
な
労
働
力
動
員
を
基
盤
と
し
、
複
数
の
鯨
組
を
同
時

に
運
営
す
る
「
藩
際
捕
鯨
業
」
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
形
態

は
単
な
る
労
働
力
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
間
の
社
会
的
結
び
付
き
を
強

化
し
、
捕
鯨
業
を
媒
介
と
し
た
人
的
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
支

え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
安
政
期
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
広
域
的
な
雇
用
圏
を
維
持
し
つ
つ

も
、
友
押
の
供
給
地
は
宇
久
島
・
小
値
賀
島
な
ど
特
定
の
近
隣
島
嶼
部
へ
著

し
く
集
中
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
益
冨
組
は
特
定
地
域
へ
の
依
存
を
強

め
る
こ
と
で
操
業
に
必
要
な
労
働
力
を
安
定
的
に
確
保
し
、
衰
退
期
に
お
け

る
経
営
維
持
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
羽
指
層
は
固
定
化

の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
組
内
部
の
技
術
中
核
層
と
、
友
押
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
依
拠
し
た
労
働
力
基
盤
と
が
相
互
に
補
完
す
る
雇
用
構
造
が
成

立
し
て
い
た
。

　

本
稿
の
知
見
か
ら
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
構
造
が
近
世
期
に
と
ど
ま
ら

ず
近
代
以
降
に
も
連
続
し
て
い
く
点
で
あ
る
。
宇
久
島
は
近
代
捕
鯨
、
と
り

わ
け
南
氷
洋
捕
鯨
に
お
い
て
多
数
の
船
員
・
技
術
者
を
輩
出
し
た
地
域
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
歴
史
的
基
盤
は
、
す
で
に
近
世
後
期
の
益
冨
組
と
の

関
係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）

22
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。

　

以
上
の
よ
う
に
、
安
政
期
の
「
割
」
史
料
は
捕
鯨
業
の
衰
退
過
程
に
お
け

る
労
働
力
配
置
の
変
容
と
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
地
域
社
会
と
の
関
係
を
具

体
的
に
示
す
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
衰
退
期
に
お
い
て
地
域

社
会
へ
の
依
存
を
強
め
な
が
ら
労
働
力
配
置
が
再
編
さ
れ
て
い
く
過
程
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、
安
政
期
に
見
ら
れ
る
労
働
力
配
置
の
固
定
化
と
供
給
地
域
の
偏
在
が
、

捕
獲
効
率
や
経
営
実
態
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
経
営

帳
簿
や
捕
獲
記
録
と
の
突
合
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
益
冨

組
に
特
有
と
見
ら
れ
る
「
割
」
制
度
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
、
中

尾
組
・
土
肥
組
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
巨
大
鯨
組
と
の
比
較
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
第
三
に
、
宇
久
島
や
瀬
戸
内
海
の
島
嶼
部
な
ど
の
労
働
力
供
給
地

域
に
着
目
し
、
捕
鯨
業
関
連
の
労
働
が
村
落
構
造
や
生
業
体
系
に
与
え
た
影

響
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

益
冨
組
の
「
割
」
史
料
は
、
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
労
働
力
配
置
の

実
態
を
解
明
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
本
稿
の
分
析
は
、

捕
鯨
業
を
支
え
た
広
域
的
な
労
働
力
供
給
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
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に
す
る
と
と
も
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る
労
働
力
動
員
の
歴
史
的
意
義
を
再

考
す
る
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。

注
記

（
1
）
末
田
智
樹
（
二
〇
〇
四
）『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
―
西
海
捕
鯨
と
益
冨
組
―
』

御
茶
の
水
書
房
に
お
い
て
論
じ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
末
田
智
樹
・

扇
野
耕
多
（
二
〇
二
六
）「
肥
前
国
平
戸
藩
益
冨
家
文
書
か
ら
見
る
西
海
捕
鯨

業
（
一
）
―
大
村
藩
と
五
島
藩
の
漁
場
利
用
の
条
件
―
」『
中
部
大
学
人
文
学

部
研
究
論
集
』
第
五
五
号
に
お
い
て
も
再
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
）
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』、と
く
に
第
五
章
「
益
冨
組
の
生
産
組
織
」

を
参
照
。

（
3
）
藤
本
隆
士
（
一
九
六
四
）「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
の
資
金
構
成
―
生
月
島
益
冨
家

の
場
合
―
」『
福
岡
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集 

商
学
編
』

（
4
）
益
冨
組
の
「
割
」
や
雇
用
の
地
域
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
（
一
九

五
二
）「
徳
川
期
九
州
に
於
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
（
二
）」
九
州
大
学
『
経

済
学
研
究
』
第
十
八
巻
第
二
号
が
先
駆
的
研
究
と
し
て
知
ら
れ
る
。
秀
村
の
研

究
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
具
体
像
の
解
明
を
試
み
た
の
が
末
田
前

掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
で
あ
る
。

（
5
）
天
保
期
以
前
に
お
け
る
「
割
」
史
料
の
探
索
お
よ
び
分
析
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

（
6
）
注
（
2
）
と
同
じ
。

（
7
）
流
番
の
存
在
に
つ
い
て
は
、『
勇
魚
取
絵
詞
』
の
な
か
で
「
海
上
二
三
里
も
漕

出
て
鯨
の
形
勢
を
う
か
ゞ
ふ
物
見
舟
な
り
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
勇

魚
取
絵
詞
』
に
つ
い
て
は
、
宮
本
常
一
・
原
口
虎
雄
・
谷
川
健
一
編
（
一
九
七

○
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
巻
所
収
、三
一
書
房
を
参
照
し
た
。『
勇

魚
取
絵
詞
』
と
は
、
益
冨
組
に
よ
る
鯨
の
捕
獲
活
動
を
絵
画
と
詞
書
に
よ
っ
て

体
系
的
に
解
説
し
た
捕
鯨
図
誌
で
あ
る
。
本
書
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に

版
行
さ
れ
、
そ
の
制
作
に
は
平
戸
藩
第
九
代
藩
主
松
浦
清
（
静
山
）
と
第
十
代

藩
主
松
浦
煕
父
子
の
関
与
・
支
援
の
も
と
、
益
冨
家
三
代
か
ら
五
代
に
わ
た
る

長
期
的
な
出
版
事
業
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
羽
指
の
階
層
自
体
は
、
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
二
二
〇
〜
二
二

八
頁
お
よ
び
二
四
八
頁
の
図
17
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
。

（
9
）
羽
指
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、表
に
登
場
す
る
羽
指
の
初
組
出
の
時
期
・
賃
金
・

冬
組
と
春
組
の
役
割
・
続
柄
・
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
（
一
九
九
七
）

「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
の
労
働
組
織
の
一
史
料
」
久
留
米
大
学

『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
八
巻
第
三
号
に
詳
し
い
。
な
お
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
お
よ
び
本
稿
掲
載
の
表
と
の
比
較
検
討
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

（
10
）
秀
村
前
掲
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
の
労
働
組
織
の
一
史
料
」。

（
11
）
豊
大
夫
に
つ
い
て
は
、
秀
村
前
掲
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
の

労
働
組
織
の
一
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
御
崎
組
で
は
「
二
番
」
お
よ
び
「
壱
州
四

番
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
秀
村
前
掲
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
の
労
働
組
織
の
一
史
料
」

で
は
、
太
五
郎
・
市
左
衛
門
・
梶
右
衛
門
は
す
で
に
退
役
し
て
い
る
も
の
の
、「
太

五
郎
忰
」「
梶
右
衛
門
忰
」
と
い
っ
た
記
載
が
確
認
で
き
、
続
柄
欄
に
も
そ
の

関
係
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
羽
指
に
は
世
襲
的
継
承

の
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
羽
指
の
世
襲
的
継
承
を
検
討
す

る
う
え
で
は
、
古
賀
康
士
（
二
〇
二
四
）「
近
世
日
本
捕
鯨
関
係
史
料
（
一
）

―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
組
『
諸
願
書
控
帳
』
―
」
同
志
社
大
学
『
経
済
学
論
叢
』

第
七
六
巻
第
二
・
三
号
、
三
八
〜
三
九
・
四
六
〜
四
七
頁
の
記
載
は
重
要
な
裏

付
け
と
な
る
。

（
13
）
佐
次
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
秀
村
前
掲
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組

の
労
働
組
織
の
一
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
御
崎
組
で
は
「
三
番
」
お
よ
び
「
壱
州

七
番
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注
（
11
）（
12
）
お
よ
び
佐
次
兵

衛
の
席
次
等
を
踏
ま
え
る
と
、秀
村
が
翻
刻
し
た「（
仮
）惣
組
役
割
賃
銀
極
控
」
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（
益
冨
資
料
Ａ
904
）
は
、
安
政
五
・
六
年
（
一
八
五
八
・
五
九
）
頃
に
最
終
的

な
作
成
・
調
整
が
な
さ
れ
た
史
料
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
者
も

本
史
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
羽
指
の
出
身
地
は
生
月
島
壱
部
浦
の
出
身
者
が

多
数
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
羽
指
の
居
住
地
が
益
冨
組
の
本
拠
地
で
あ
る
壱

部
浦
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
14
）「
久
米
七
ノ
寅
左
衛
門
」
お
よ
び
「
丹
蔵
ノ
牛
右
衛
門
」
に
つ
い
て
は
、
秀
村

前
掲
史
料
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
久
米
七
・
丹
蔵
の
「
忰
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

親
子
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、表
2
に
は「
勝
蔵
ノ
長
大
夫
」

も
見
ら
れ
る
が
、
同
史
料
で
は
「
長
蔵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
同

一
人
物
か
否
か
を
確
定
で
き
な
い
た
め
、
本
文
で
は
引
用
の
対
象
外
と
し
た
。

（
15
）
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
二
二
九
〜
二
四
六
頁
。

（
16
）
同
右
。

（
17
）
宇
久
島
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
二
三
一

頁
の
図
16
を
参
照
。

（
18
）
田
島
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
勇
魚
取
絵
詞
』
を
参
照
。
そ
こ
で
は
田
島
の
役

割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
末
田
智
樹
（
二
〇
一
九
）「
近
世
西
日
本
近
海
に
お
け
る
鯨
組
の
出
漁
と
漁
場

利
用
の
変
化
」『
歴
史
地
理
学
』
第
六
一
巻
第
一
号
、八
〜
一
〇
頁
、と
く
に
「
Ⅴ
．

周
防
国
か
ら
の
双
海
船
船
頭
・
加
子
の
雇
用
」
を
参
照
。

（
20
）
同
右
。

（
21
）
古
賀
康
士
（
二
〇
二
五
）「
近
世
日
本
捕
鯨
関
係
史
料
（
三
）
―
益
冨
組
御
崎

組
の
記
録
（
一
）
―
」
同
志
社
大
学
『
経
済
学
論
叢
』
第
七
七
巻
第
一
号
、
八

〇
頁
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
適
宜
本
文
の
形
式
に
あ
わ
せ
て
改
め
た
。

（
22
）
宇
久
町
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
編
（
二
〇
〇
三
）『
宇
久
町
郷
土
誌
』
宇
久
町
、

四
五
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
宇
久
島
と
同
様
に
五
島
列
島
の
有
川
に
つ
い
て
も
、

南
氷
洋
捕
鯨
に
従
事
す
る
捕
鯨
船
乗
組
員
の
重
要
な
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
辻
唯
之
（
二
〇
一
五
）『
五
島
の
ク
ジ
ラ
と
り
物
語
―
有

川
湾
を
舞
台
に
し
て
―
』
二
一
八
〜
二
二
五
頁
を
参
照
。

付
記

　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
伊
勢
商
人
の
蔵
書
形
成
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
岡
本
聡
／
課
題
番
号22K

00352

）、
お
よ
び
中
部
大
学

二
〇
二
五
年
度
・
二
〇
二
六
年
度
特
別
研
究
費
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
ま
た
、
本
稿
で
使
用
し
た
「
益
冨
家
文
書
」
の
調
査
に
際
し
て
は
、
福
岡
市
総
合
図

書
館
の
鈴
木
文
氏
に
多
大
な
ご
便
宜
を
賜
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

凡
例

一 

、
本
史
料
は
、
益
冨
資
料
（
福
岡
市
総
合
図
書
館
寄
託
）
に
含
ま
れ
る
史

料
で
あ
る
。
資
料
名
お
よ
び
資
料
番
号
に
つ
い
て
は
、
各
表
の
出
所
に
示

し
た
。

一 

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
は
と
く
に
断
り
の
な

い
限
り
、
原
文
通
り
と
し
た
。

一 

、
人
名
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
原
史
料
の
表
記
を
踏
襲
し
、
旧
字
体
に

つ
い
て
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

一 

、
虫
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上「
□
」で
補
っ

た
。

一 
、
表
は
横
書
き
で
作
成
し
た
た
め
、
数
字
表
記
に
つ
い
て
は
原
史
料
に
よ

ら
ず
算
用
数
字
に
統
一
し
た
。
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表 1　益冨組の「割」史料一覧

年　代 文書名 組名・割の職種 表裏紙等の備考 文書番号
1 天保 2（1831）年 卯冬 （仮）惣組役割帳

（■天保 2～万延元年春）
御崎組 別、羽、若、友、定日雇 858

2 天保 11（1840）年 子冬 若衆割● 勝本組、宇久島組 若 益冨又左衛門正敬 1124

3 天保 12（1841）年 丑冬 羽指若衆割 御崎組、前目組、宇久島組 羽、若 益冨氏 1127

4 弘化元（1844）年 辰冬 羽指若衆割 御崎組、勝本組 羽、若 天保 15、11月 1123

5 弘化 2（1845）年 巳冬 羽指割 御崎組、前目組 羽、若 11月 50

6 弘化 2（1845）年 巳冬 御崎組方役割下控 御崎組 別、羽、若 弘化 3巳年（弘
化 2の誤記か）

1170

7 弘化 2（1845）年 巳冬 前目組〔役割別人名表〕 前目組 別、羽、若 1203

8 弘化 2（1845）年 巳冬 組内年々手控（■弘化2～3） 御崎組 別、羽、若 12月 24日 1192

9 弘化 3（1846）年 午春 万手控 御崎組、前目組、勝本組 別 3月吉祥日 518

10 弘化 3（1846）年 午春 前目板部羽指友押割● 前目組、板部組 羽、若、友 2月 1113

11 弘化 3（1846）年 午冬 御崎組若衆羽指割 御崎組 羽、若、定日雇 益冨氏 1193

12 弘化 3（1846）年 午冬 年々組方出勤人別帳
（■弘化 3～万延元春）

御崎組、前目組、勝本組、津吉
組、江島組、黒瀬組、板部組

別、羽、若、友、小
納屋道具割

1056

13 弘化 4（1847）年 未春 羽指友押割 勝本組、板部組 羽、友 勝元板部 1119

14 弘化 4（1847）年 未冬 年々組方出張人別控 前目組 若、小納屋道具割 丁未年 10月吉祥日 51

15 弘化 4（1847）年 未冬 羽指友押并定日雇部屋控 御崎組 羽、若、友 1188

16 弘化 4（1847）年 未冬 若衆割 前目組 若、小納屋道具割 1191

17 弘化 4（1847）年 未冬 御崎前目居羽指割 御崎組、前目組 羽 益冨氏、大漁叶 1112

18 嘉永元（1848）年 申春 御崎江島若衆割 御崎組、江島組 若 1126

19 嘉永元（1848）年 申冬 若衆割 勝本組 若、小納屋道具割 勝本組 182

20 嘉永 2（1849）年 酉冬 御崎前目居友押割● 御崎組、前目組 友 益冨氏、大漁叶 1187

21 嘉永 3（1850）年 戌秋 前細工一切手控
（■嘉永 2～ 6・安政元・4年）

御崎組、前目組、勝本
組、江島組、黒瀬組

若、友、船・網・帆割 益冨氏 527

22 嘉永 3（1850）年 戌冬 御崎居勝本居羽指割 御崎組、勝本組 羽 11月 16日割 1117

23 嘉永 3（1850）年 戌冬 御崎若衆役割控帳 御崎組 若 664

24 嘉永 4（1851）年 亥冬 御崎居前目居友押割 御崎組、前目組 友 9月 4日割、益冨正敬 1066

25 嘉永 4（1851）年 亥冬 御崎居前目居羽指割● 御崎組、前目組 羽 11月 17日割 1065

26 嘉永 4（1851）年 亥冬 羽指割友押割 前目組 羽、友 前目組勘定納屋 45

27 嘉永 5（1852）年 子春 羽指友押割● 津吉組、黒瀬組 羽、友 1120

28 嘉永 5（1852）年 子春 若衆割 津吉組、黒瀬組 若 1114

29 嘉永 5（1852）年 子秋 前細工役割 御崎組 若 8月 170

30 嘉永 5（1852）年 子冬 御崎若衆役割帳 御崎組 若 11月吉日 1046

31 嘉永 5（1852）年 子冬 御崎勝本居羽指割 御崎組、勝本組 羽 11月吉祥日 1111

32 嘉永 5（1852）年 子冬 羽指友押并若衆役割 御崎組、勝本組、板部組 羽、若、友 725

33 嘉永 6（1853）年 丑春 黒瀬羽指若衆割● 黒瀬組 羽、若、友 2月 739

34 嘉永 6（1853）年 丑冬 惣組羽指割● 御崎・前目組、御崎・津吉・板部組 羽 丑冬寅春、11月 12日割 1118

35 嘉永 6（1853）年 丑冬 羽指友押并若衆面附● 御崎組 羽、若、友 御崎組 48

36 嘉永 6（1853）年 丑冬 面附并役割帳 鮪組、上・中・下納屋 鮪組 益冨白石納屋 49

37 嘉永 6（1853）年 丑冬 前目若衆役割 前目組 若 1201

38 嘉永 6（1853）年 丑冬 若衆役割 前目組 若 1283

39 安政元（1854）年 寅春 羽指若衆控 津吉組 羽、若、友 嘉永 7年、津吉組 1190

40 安政元（1854）年 寅春 羽指若衆割 御崎組 羽、若、友 嘉永 7、御崎組 47

41 安政元（1854）年 寅冬 若衆役割 御崎組 若 嘉永 7年 11月 1050

42 安政元（1854）年 寅冬 流番并若衆役割 勝本組 流番、若、小納屋道具割 嘉永 7 1044

43 安政元（1854）年 寅冬 勝本板部若衆割 勝本組、板部組 若 1116

44 安政元（1854）年 寅冬 歳々羽指若衆面附
（■安政元～万延元春）

御崎組 別、羽、若、友 嘉永 7、飯冨氏 526

45 安政元（1854）年 寅冬 御崎勝本居羽指割 御崎組、勝本組 羽 寅 11月朔日割 1122
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46 安政元（1854）年 寅冬 御崎若衆割 御崎組 若 1125

47 安政 2（1855）年 卯冬 惣組羽指割 御崎組、前目組 羽 卯 11月 14日割 1107

48 安政 2（1855）年 卯冬 羽指友押割 御崎組 羽、友 旦那様、御崎大納屋 1247

49 安政 2（1855）年 卯冬 御崎居前目居友押割 御崎組、前目組 友 卯 9月 22日割 1256―1

50 安政 2（1855）年 卯冬 大納屋若衆役割 御崎組 若 旦那様、御崎大納屋 1246―1

51 安政 2（1855）年 卯冬 若衆役割 御崎組 若 1246―2

52 安政 2（1855）年 卯冬 流番并若衆役割 前目組 流番、若、小納屋道具割 旦那様、畳屋彦之助 1250

53 安政 3（1856）年 辰春 廻り番并若衆役割 前目組 廻り番、若、小納屋道具割 旦那様、畳屋彦之助 1245

54 安政 3（1856）年 辰春 若衆割 御崎組 若 旦那様、畳屋円之助 1244

55 安政 3（1856）年 辰秋 船割 御崎組、勝本組 船割 旦那様、御崎前細工所 1253―1

56 安政 3（1856）年 辰冬 御崎勝本居友押割 御崎組、勝本組 8月 24日割 1256―7

57 安政 3（1856）年 辰冬 惣組羽指割 御崎組、勝本組 羽 11月 1106

58 安政 3（1856）年 辰冬 羽指友押若衆割 御崎組 羽、若、友 旦那様、畳屋円之助 1249―1

59 安政年間 羽指友押割 御崎組 羽、友 旦那様、畳屋円之助 1255

60 安政 3（1856）年 辰冬 流番并若衆役割 勝本組 流番、若、小納屋道具割 旦那様、畳屋彦之助 1252

61 安政 4（1857）年 巳春 羽指友押若衆割 御崎組 羽、若、友 1249―2

62 安政 4（1857）年 巳秋 船割 御崎組、前目組 船割 9月 4日 1253―2

63 安政 4（1857）年 巳冬 羽指友押割 御崎組 羽、友 旦那様、畳屋円之助 1254

64 安政 4（1857）年 巳冬 前目羽指若衆面附并役割 前目組 羽、若、友、流番 1160

65 安政 4（1857）年 巳冬 惣組羽指割 御崎組、前目組 羽 11月 17日割 1110

66 安政 4（1857）年 巳冬 役割 御崎組 若 1259

67 安政 4（1857）年 巳冬 御崎前目友押割 御崎組、前目組 友 9月 4日割 1256―1

68 安政 5（1858）年 午春 御崎組惣人数面附 御崎組 羽、若、友 1158

69 安政 5（1858）年 午春 前目羽指若衆面附并役割 前目組、板部組 羽、若、友、流番 2月 1159

70 安政 5（1858）年 午春 板部羽指友押并若衆割 板部組 羽、若、友 2月 1157

71 安政 5（1858）年 午春 羽指若衆面附帳 前目組、板部組 羽、若 1109

72 安政 5（1858）年 午秋 前細工惣人数面附 御崎組、勝本組 別、若、船・網・帆割 飯冨性 1194

73 安政 5（1858）年 午秋 船割 御崎組、勝本組 船割 9月 12日、御崎前細工所 1248―1

74 安政 5（1858）年 午冬 御崎勝本友押割 御崎組、勝本組 友 旦那様、畳屋円之助 1248―2

75 安政 5（1858）年 午冬 惣組羽指割 御崎組、勝本組 羽 1101

76 安政 5（1858）年 午冬 羽指友押若衆役割 御崎組 羽、若、友 御崎組 1248―3

77 安政 5（1858）年 午冬 流番并若衆役割 勝本組 流番、若 旦那様、畳屋彦之助 1251

78 安政 6（1859）年 未冬 御崎羽差若衆面附并役割 御崎組 別、羽、若、友 1199

79 安政 6（1859）年 未冬 御崎若衆割 御崎組 1121

80 万延元（1860）年 申春 羽指友押并若衆割控 御崎組 別、羽、若、友 安政 7 1522

81 万延元（1860）年 申春 江島廻り番并若衆役割 江島組 廻り番、若、小納屋道具割 安政 7 767

82 万延元（1860）年 申春 羽指若衆割 御崎組、江島組 羽、若、友 安政 7 1257

83 明治 2（1869）年 巳 友押面附帳 御崎組 友 6月 887―3

84 明治 2（1869）年 巳冬 年々組方惣人数諸役割帳●
（■明治 2～ 4）

御崎組 羽、若、友、定日雇 御崎組、益冨正恵 178

85 不明 辰秋 割 別（前細工割） 1301―53―1

86 不明 辰秋 前細工割 別（前細工割） 1301―64

87 不明 巳秋 前細工割 別（前細工割） 1301―53―2

88 不明 巳秋 割 別（前細工割） 1301―53―3

89 不明 巳秋 前細工割 別（前細工割） 1301―53―4

90 文政 2～安政 6年 （仮）惣組役割賃銀極帳 御崎組、壱州組、鮪組 別、羽、若、諸職人 904

91 不明 不明 10月 13日割 若 1049

出所） 秀村選三・藤本隆士・武野要子・松下志朗（1965）『益冨家文書目録―一連番号整理（その 1）―』、『福岡市総合図
書館古文書資料収蔵品データベース　益冨資料』および表中に掲げた各資料より作成。

備考） 別‥別当、若‥若衆、羽‥羽指、友‥友押のこと。■は、複数年分の記録を含む「割」史料を示す。●は、末田智樹
（2004）『藩際浦鯨業の展開―西海浦鯨と益冨組―』御茶の水書房において、各史料の内容を表として示しているので、
参照されたい。（59）の史料は年代不明であるが、記載された羽指・友押名が（58）と一致するため、（58）の後に配
置した。
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表 2　安政元年（1854）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押名 友押の出身地

勢　子 梶右衛門
鷲右衛門
豊大夫
卯右衛門
宇三郎
浅次郎　（大）
鱶　蔵
紋大夫
金大夫
竹三郎
太平治
勝　蔵
市　作
丹　吾
寅之助

初五郎
吉太郎
斎次郎
千次郎
権　八
亀　吉
甚　松
七　藏
惣　吉
紋　作
熊　藏
左　平
茂三郎
市　藏
若衆出合

宇　久
小値賀
小値賀
舘
小値賀
宇久平
宇久下山
宇久長野
宇久飯良
宇久下山新
宇久神浦
宇久小浜
宇久平
宇久飯良

勢子持双 弥太郎
伝　藏

仁　八
惣右衛門

瀬　戸
壱　部

本持双 芳　太
伴　藏

三太郎
長大夫

小値賀
宇　久

増羽指 伝　五
与　市　（舘）

双海附 郷大夫
太治郎
丹　蔵
卯太郎
密大夫
太郎助

藤　七
金兵衛
柘植蔵
助　七
長　藏
音　作

外海神浦
外海神浦
宇久平新
宇久平
宇久小浜
舘

増加子 久米七ノ寅左衛門
勝蔵ノ長大夫
丹蔵ノ牛右衛門

小八丁乗 久米七
出所）「嘉永 7寅冬 歳々羽指若衆面附 飯冨氏」（益冨資料 526）より作成。
備考） 本表は、該当史料の「嘉永 7寅冬羽指友押割」と記された箇所をもとに作成した。羽指名の括弧内は、史

料記載の出身地を示す。友押名およびその出身地が未記入の場合、史料では空白となっている。本表以下
の文言表記は、原則として史料通りとした。ただし、友押の出身地における「同所」については、前出の
地名を補記した。なお、これらの点については、以下の表では同一内容の場合、省略した。
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表 3　安政 2年（1855）益冨御崎春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押名 友押の出身地

勢　子 梶右衛門
鷲右衛門
豊大夫
卯右衛門
宇三郎
浅次郎　（大）
鱶　蔵
紋大夫
金大夫
竹三郎
太平治
市　作
伝　吾

初五郎
吉太郎
斎次郎
仙治郎
権　八
亀　吉
甚　松
七　藏
惣　吉
茂三郎
弥三右衛門
熊　藏

宇久平
小値賀斑
小値賀斑
舘
小値賀黒島
宇久平
宇久下山
宇久長野
宇久飯良
宇久平
壱　州
宇久神浦

勢子持双　 弥太郎
伝　藏　（舘）

仁　八
惣右衛門

瀬　戸
壱　部

本持双 芳　太
伴　藏

三太郎
長大夫

小値賀
宇久平

増羽指　　 与　市　（舘）
双海附 郷大夫

太治郎
丹　蔵
密大夫

藤　七
金兵衛
音　作
助　七

神　浦
神　浦
舘
宇久平

増加子 久米七ノ寅左衛門
勝蔵ノ長大夫
丹蔵ノ牛右衛門

小八丁乗 久米七
出所）表 2と同一史料より作成。
備考）本表は、該当史料の「卯春羽指友押割」と記された箇所をもとに作成した。
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表 4　安政 2年（1855）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 梶右衛門
鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
三　蔵
鱶　蔵
紋大夫
金大夫
太平治
勝　蔵
左次右衛門
斎次郎
虎之助
鉄　蔵
伝　藏

作　蔵
甚　松
権　八
吉　藏
七　藏
吉太郎
左　平
紋　治
茂三郎
三　吉
藤　助
虎　助
権次郎
彦右衛門
斎次郎

宇久下山
宇久下山
小値賀
宇久平
宇久長野
小値賀
宇久小浜
宇久神浦
宇久平
宇久蒲浦
宇久神浦
宇久飯良
宇久下山
宇久長野
小値賀

勢子持双 太郎市
芳　太

和　吉
三太郎

瀬　戸
小値賀

本持双 原太郎
伝　吾

惣右衛門
茂　市

壱　部
宇久平

増羽指 留大夫　（春勢子）
与　市
虎次郎　（当年ゟ）
虎左衛門　（同断）

双海附 卯三郎
権大夫
丹　蔵
馬左衛門
卯太郎
太郎助

平　七
又五郎
長　蔵
音　吉
三　六
助　七

外海神浦
外海神浦
宇久小浜
宇　久
小値賀
宇　久

増加子 勝蔵ノ長大夫
丹蔵ノ牛右衛門

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

岩　平
儀　助
兼　松
仁　助
五郎右衛門

田　島
田　島
矢　島
四　代
四　代
四　代

網大工 為　吉
出所）「卯冬羽指友押割」（益冨資料 1247）より作成。
備考）双海の仁助および五郎右衛門の名の後には、「〆此内弐艘春板部下り未名前不相分」と記されている。
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表 5　安政 3年（1856）益冨御崎春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 梶右衛門
鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
三　蔵
鱶　蔵
紋大夫
太平次
勝　蔵
寅之助
伝　藏
留大夫

作　蔵
甚　松
権　八
吉　藏
七　藏
吉太郎
寅　吉
茂三郎
三　吉
藤　助
斎次郎
三　六

宇久下山
宇久下山
小値賀
宇久平
宇久平
小値賀
宇久神浦
宇久平
宇久蒲浦
宇久蒲浦
小値賀
小値賀

勢子持双 太郎一
芳　太

和　吉
三太郎

瀬　戸
小値賀

本持双 原太郎
伝　五

惣右衛門
茂　一

壱　部
宇久平

増羽指 与　市　（舘）
寅次郎
寅左衛門

双海附 卯三郎
権大夫
馬左衛門
太郎助

平　七
又五郎
権次郎
助　七

外海神浦
外海神浦
宇久下山
宇久下山

増加子 勝蔵ノ長大夫
丹蔵ノ牛右衛門

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

岩　平
儀　助
仁　助

田　島
田　島
矢　島
四　代

出所）表 2と同一史料より作成。
備考）本表は、該当史料の「辰春羽指友割」（原文通り、「友押」の「押」の脱字か）と記された箇所をもとに作成した。
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表 6　安政 3年（1856）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 太五郎
鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
三　蔵
藤　作
紋大夫
金大夫
与大夫　（舘）
勝　蔵
竹三郎
左次右衛門
斎次郎
鉄　蔵
伝　藏　（舘）

十大夫
作次郎
谷五郎
金四郎
惣　吉
作　藏
初五郎
甚　松
弥　市
三　六
権　八
熊　蔵
卯　吉
吉太郎
斎次郎

江ノ串
川　棚
小　串
宇久平
宇久飯良
宇久下山
宇久平
宇久下山
宇久小浜
小値賀笛吹
小値賀黒島
宇久神浦
宇久神浦
小値賀斑
小値賀斑

勢子持双 太郎市
芳　太

作太郎
五　市

松　原
瀬　戸

本持双 原太郎
伝　吾

三太郎
留　蔵

小値賀笛吹
宇久平

増羽指 留大夫　（春勢子）
与　市　（舘）
寅次郎

双海附 卯三郎
権大夫
丹　蔵
馬左衛門
卯太郎
太郎助

金兵衛
藤　七
吉　蔵
藤　八
久　七
善太郎

神　浦
神　浦
宇久下山
小値賀前方
宇久平
宇久平

増加子 鱶　藏ノ音次郎
金大夫ノ彦次郎（新）
豊大夫ノ市　藏（新）

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

千　吉
十五郎
新次郎
銀　松
卯三郎

田　島
田　島
矢　島
矢　島
矢　島
四　代

網大工 八郎治
出所）「辰冬羽指友押若衆割」（益冨資料 1249―1）より作成。
備考） 友押の「初五郎」「弥市」「卯吉」の 3名には白丸（〇）が付されているが、その意味は不明である。双海の「銀

松」「卯三郎」には白四角印（□）が付されており、その末尾には「□印春板部直り」との記載が見られる。
また、「新」は新規雇用を示すものと推察されるため、本表では（新）と表記した。なお、本史料では「惣
海附」と記載され、「惣」の字が使用されている。同様の表記は他の表にも見られるが、煩雑を避けるため、
注記は本表のみに留めた。
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表 7　安政 4 年（1857）益冨御崎春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 太五郎
鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
三　蔵
藤　作
紋大夫
金大夫
与大夫　（舘）
勝　蔵
左次右衛門
留大夫

十大夫
作次郎
谷五郎
金四郎
宗　吉
作　藏
熊　藏
甚　松
権　八
三　六
吉太郎
斎次郎

江ノ串
川　棚
小　串
宇久平
宇久飯良
宇久下山
宇久神浦
宇久下山
小値賀黒島
小値賀笛吹
小値賀斑
小値賀斑

勢子持双 太郎一
芳　太

作太郎
五　市

松　原
瀬　戸

本持双 原太郎
伝　吾

三太郎
留　藏

小値賀
宇久平

増羽指 与　市　（舘）
寅次郎

双海附 卯三郎
権大夫
卯太郎
熊次郎

金兵衛
藤　七
吉　藏
久　七

神　浦
神　浦
宇久下山
宇久平

増加子 鱶　蔵ノ音次郎
金大夫ノ彦次郎
豊大夫ノ市　藏

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

千　吉
重治郎
新治郎

田　島
田　島
矢　島
矢　島

網大工 八郎治
出所） 「安政 4巳夏 羽指友押若衆割」（益冨資料 1249―2）より作成。ただし、「双海」および「網大工」の部分

については、表 2と同一史料を用いて作成。
備考） 久米七の次に「惣海」とあるが、名前部分は空白となっている。夏の割であったため、未だ決定していな

かった可能性がある。
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表 8　安政 4 年（1857）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
浅次郎
鱶　蔵
紋大夫
与大夫　（舘）
竹三郎
牛　藏
左次右衛門
斎次郎
鉄　蔵
伝　蔵
権四郎
三　蔵

元右衛門
金四郎
又　吉
三　六
初五郎
亀　吉
寅　吉
新兵衛
権　八
紋次郎
幾次郎
吉太郎
馬　蔵
太三郎
三　蔵

松　原
宇久平
小　串
小値賀笛吹
宇久平
宇久平
宇久下山
宇久蒲浦
小値賀黒島
宇久蒲浦
宇久平
小値賀寺島
宇久蒲浦
川　棚
宇　久

勢子持双 芳　太
原太郎

松太郎
和　吉

松　原
瀬　戸

本持双 伝　吾
与　市

仁　蔵
三太郎

壱　州
小値賀笛吹

増羽指 留大夫　（春勢子）
寅次郎
牛右衛門
音次郎　（新）

双海附 梶右衛門
卯三郎
丹　蔵
太郎助
斎　吉　（新）
徳次郎　（新）

又五郎
平　七
左　平
五　郎
幸之助
伴　藏

神　浦
神　浦
宇久小浜
宇久蒲浦
宇久飯良
壱　州

増加子 金大夫ノ彦次郎
豊大夫ノ市　藏
三　藏ノ寅次郎（新）

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

久　吉
左　七
清　吉
兼　松
五郎右衛門

田　島
田　島
鞆
鞆
四　代

出所）「安政 4〔年〕11月 巳冬羽指友押割 御嵜組」（益冨資料 1254）および表 2と同一史料より作成。
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表 9　安政 5年（1858）益冨御崎春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 鷲右衛門
豊大夫
佐次兵衛
浅次郎　（的）
鱶　蔵
紋大夫
与大夫　（舘）
竹三郎
牛　藏
斎次郎
鉄　蔵
留大夫

元右衛門
金四郎
又　吉
三　六
初五郎
亀　吉
寅　吉
新兵衛
権　八
馬　藏
吉太郎
太三郎

松　原
宇久平
小　串
小値賀笛吹
宇久平
宇久平
宇久下山
宇久蒲浦
小値賀黒島
宇久蒲浦
小値賀寺島
川　棚

勢子持双 芳　太
原太郎

松太郎
和　吉

松　原
瀬　戸

本持双 伝　五
与　市　（舘）

仁　蔵
三太郎

壱　州
小値賀笛吹

増羽指 寅次郎
牛右衛門
音次郎

双海附 梶右衛門
宇三郎
太郎助
斎　吉
熊大夫
辰五郎

又五郎
平　七
五　市
柘植蔵
善太郎
伴　藏

神　浦
神　浦
宇久蒲浦
同所前目ゟ直り
同所前目ゟ直り
一　州

増加子 金大夫ノ彦次郎
豊大夫ノ市　藏
三　藏ノ寅次郎

小八丁乗 久米七
双　海 五郎吉

久　吉
清　吉
兼　松
勘太郎
初五郎

田　島
田　島
鞆
四　代
四　代
宇　久

出所）「午春御崎組惣人数面附」（益冨資料 1158）および表 2と同一史料より作成。
備考） 「柘植蔵」および「善太郎」の「同所前目ゟ直り」は原文通り掲載した。「双海」の部分は、本史料では「双

海船頭」と表記されている。「勘太郎」および「初五郎」については「壱州直り」と記されている。
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表 10　安政 5年（1858）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押名 友押の出身地

勢　子 鷲右衛門
豊大夫
左次兵衛
浅次郎　（大）
鱶　蔵
紋大夫
与大夫　（舘）
牛　藏
斎次郎
鉄　蔵
弥太郎
伝　藏　（舘）
権四郎
三　藏
芳　太
大　藏

三　六
又五郎
金　七
久　太
熊　吉
吉　藏
権　八
千　藏
亀　吉
弥五郎
作　藏
虎　吉
幾次郎
甚　松
千　吉
七　藏

小値賀笛吹
千　綿
川　棚
小値賀寺島
宇久神浦
宇久平
小値賀
宇久蒲浦
宇久平
音　琴
宇久下山
宇久飯良
宇久平
宇久下山
宇久下山
宇久長野

勢子持双 虎　藏
利　八

藤次郎
久大夫

松　原
瀬　戸

本持双 伝　吾
与　市

千　太
仁　蔵

宇久平
壱　州

増羽指 留大夫
虎次郎
熊次郎
牛右衛門
音次郎

双海附 勝大夫
卯三郎
三　藏
太郎助
熊大夫
徳次郎

金兵衛
初五郎
喜　平
音　吉
重　作
柘植蔵

神　浦
宇久下山
宇久飯良
宇久平
壱　州
宇久平

増加子 豊大夫ノ市　藏
三　藏ノ虎次郎
三　藏ノ左助（新）
伝次右衛門ノ芳蔵（新）

小八丁乗 吉次郎
出所）「安政 5〔年〕 午冬羽指友押若衆役割」（益冨資料 1248―3）および表 2と同一史料より作成。
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表 11　安政 6年（1859）益冨御崎冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 伝次右衛門
寅大夫
八大夫
清　蔵
佐次兵衛
浅次郎　（大）
政次郎
鱶　藏
紋大夫
太郎像
太平次
与大夫　（舘）
勝　藏
竹三郎
丹　蔵
宗兵衛
鉄　蔵

甚　助
金四郎
与次郎
和　平
権　八
紋次郎
七　藏
亀　吉
仙　藏
幸　作
庄　蔵
寅　吉
熊　吉
三　六
弥　平
久太郎
善五郎

宇久平
宇久平
宇久神浦
宇久下山
小値賀
宇久神浦
宇久長野
宇久平
宇久神浦
宇久下山
宇久下山
宇久飯良
宇久神浦
小値賀
宇久小浜
宇久寺島
宇久寺島

勢子持双 弥太郎
伝　藏　（舘）

寅　藏
留大夫

出　合
出　合

本持双 権四郎
三　藏

辰　藏
仙　太

宇久平
宇久浜

増羽指 太郎市
国　藏
大　蔵
辰次郎

双海附 善　吉
権大夫
卯三郎
三　蔵
喜　市
熊次郎

要　助
初五郎
幾次郎
五　郎
左　平
喜太郎

宇久平
宇久下山
宇久平
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久平

増加子 宇太郎ノ幾太郎
太郎蔵ノ弥之助
三　藏ノ寅次郎
善　吉ノ亀太郎
三　藏ノ左　助
伝次右衛門ノ芳　蔵

双　海 勇　平
為　吉
惣　吉
五郎吉
久　吉
左　吉

田　島
田　島
田　島
田　島
田　島
鞆

網大工 八郎治
出所）「安政 6年未冬 御崎羽差若衆面附并役割」（益冨資料 1199）および表 2と同一史料より作成。
備考）「出合」については、表 2と同一の史料では「羽指出合」と記されている。
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表 12　安政 7年（1860）益冨御崎春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 虎大夫
八大夫
佐次兵衛
鱶　藏
太郎蔵
与大夫　（舘）
竹三郎
丹　吾
鉄　蔵
伝　藏　（舘）
太郎一
留大夫
源太郎

金四郎
与次郎
権　八
亀　吉
幸　作
紋次郎
乙　作
和　平
庄　蔵
七　藏
弥　平
三　六
久太郎

宇久平
宇久神浦
小値賀
宇久平
宇久下山
宇久神浦
舘
宇久下山
宇久下山
宇久長野
宇久小浜
小値賀
宇久寺島

勢子持双 利　八
伝　吾

又五郎
千　太

宇　久
宇　久

本持双 豊　吉
三　六

辰　藏
力　蔵

宇　久
壱　部

増羽指 虎次郎
寅左衛門
音次郎
与　八

双海附 善　吉
卯三郎
太兵衛
熊次郎

要　助
幾次郎
五　郎
善五郎　（冬勢子ゟ）

宇久平
宇久平
宇久神浦
宇久神浦

増加子 太郎蔵ノ弥之助
三　藏ノ寅次郎
伝次右衛門ノ芳　蔵

小八丁乗 国　藏
双　海 為　吉

久　吉
佐　七
初五郎

田　島
田　島
鞆
宇久冬付ゟ

網大工 八郎治
出所）「申春羽指友押并若衆割控」（益冨資料 1522）および表 2と同一史料より作成。
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表 13　安政 2年（1855）益冨前目・御崎冬組の友押割

所在地 平戸藩壱岐前目浦 平戸藩生月島御崎浦
職種・鯨船名 友押名 出身地 友押名 出身地

勢　子 初五郎
卯　吉
長　八
紋次郎
新兵衛
宗　吉
幸之助
仙　蔵
藤　平
金次郎
亀　吉
弥　市
権次郎
善　蔵
芳之烝

宇久平
宇久神浦
宇久神浦
宇久神浦
宇久蒲浦
宇久飯良
宇久蒲浦
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久平
宇久平
宇久小浜
宇久下山
板　部（新）
板　部（新）
壱　州
壱　州
壱　州

作　蔵
吉太郎
虎　吉
権　八
斎次郎
藤　助
紋　治
芳次郎
三　吉
佐　平
甚　松
吉　藏
茂三郎
彦右衛門
七　藏

宇久下山
小値賀
宇久飯良
小値賀
小値賀
宇久神浦
宇久神浦
宇　久（新）
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久下山
宇久平
宇久平
宇久長野
宇久長野

持　双 仁　八
五　市
留　藏
千　藏
辰　藏
米　藏

瀬　戸
瀬　戸
宇久平
宇久平
宇久平
宇久平
壱　州
壱　州

和　吉
惣右衛門
三太郎
茂　市

瀬　戸
壱　部
小値賀
宇久平

双海附 金兵衛
藤　七
芳　蔵
市兵衛
喜太郎
吉　藏
利　助
市　藏

神　浦
神　浦
板　部
板　部
宇久平
宇久下山
宇久神浦村
宇久飯良

平　七
又五郎
助　七
音　吉
長　蔵
三　六

神　浦
神　浦
宇　久
宇　久
宇久小浜
小値賀（新）

双　海 柘植蔵
虎　吉

宇久平
宇久下山

出所）「卯冬御崎居前目居友押割」（益冨資料 1256―4）より作成。
備考） 本史料には「9月 22日割」とある。出身地に「壱州」とある 5名は友押名が空白となっている。瀬戸組の「持

双」は史料上「時双」と記されているが、御崎組との比較から「持双」とした。また、「双海」については、
本史料では「双海乗」と表記されており、その最後には「〆春勢子ニ成候」との記載がある。「利助」の
部分には「神浦村」とあり、「村」の字が付されている。なお、これ以前の表にも見られたが、（新）と示
した部分は新規雇用を意味するものと考えられる。
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表 14　安政 3年（1856）益冨御崎・勝本冬組の友押割

所在地 平戸藩生月島御崎浦 平戸藩壱岐勝本浦
職種・鯨船名 友押名 出身地 友押名 出身地

勢　子 十大夫
金　七
善五郎
初五郎
甚　松
作　藏
弥　市
熊　蔵
卯　吉
宗　吉
斎次郎
吉太郎
権　八
三　六
金四郎

江野串
川　棚
小　串
宇久平
宇久下山
宇久下山
宇久小浜
宇久神浦
宇久神浦
宇久飯良
小値賀斑
小値賀斑
小値賀黒島
小値賀笛吹
宇久平

仁大夫
権右衛門
作次郎
平　七
又五郎
十左衛門
亀　吉
茂三郎
吉　藏
千　藏
寅　吉
新兵衛
藤　平
七　藏
藤　助
紋次郎
馬　藏
寅　吉

千　綿
川　棚
川　棚
川　棚
小　串
千　綿
宇久平
宇久平
宇久平
宇久蒲浦
宇久下山
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久長野
宇久神浦
宇久神浦
宇久神浦
宇久飯良

持　双 五　市
留　藏
三太郎
作太郎

瀬　戸
宇久平
小値賀笛吹
松　原

四方太郎
和　吉
久大夫
千太郎
辰　藏
仁　蔵

壱州小﨑
瀬　戸
瀬　戸
宇久平
宇久平
壱州小﨑

双海附 金兵衛
藤　七
藤　八
久　七
吉　藏
喜太郎

瀬戸神浦
瀬戸神浦
小値賀前方
宇久平
宇久下山
宇久平

平　七
又五郎
長　蔵
五　郎
柘植蔵
権次郎
三　吉
佐　平
幸之助
九之助

神　浦
神　浦
宇久小浜
宇久蒲浦
宇久蒲浦
宇久下山
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久飯良
宇久飯良

出所）「辰冬御崎勝本居友押割」（益冨資料 1256―7）より作成。
備考）本史料には「8月 24日割」とある。
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表 15　安政 4 年（1857）益冨御崎・前目冬組の友押割

所在地 平戸藩生月島御崎浦 平戸藩壱岐前目浦
職種・鯨船名 友押名 出身地 友押名 出身地

勢　子 又五郎

元右衛門
金四郎
権　八
吉太郎
三　六
初五郎
亀　吉
新兵衛
紋次郎
寅　吉
馬　藏
三　藏
幾次郎

小　串
川　棚（新）
松　原
宇久平
小値賀黒島
小値賀寺島
小値賀笛吹
宇久平
宇久平
宇久蒲浦
宇久蒲浦
宇久下山
宇久神浦
宇久神浦
宇久平

善五郎
甚　吉

弥五郎
又五郎
千　蔵
甚　松
作　藏
藤　平
弥　市
幾　平
熊　吉
吉　藏
寅　吉
七　藏
吉　藏
宗　吉

小　串
小　口
川　棚（新）
川　棚（新）
音　琴
千　綿（新）
宇久蒲浦
宇久下山
宇久下山
宇久小浜
宇久小浜
宇久神浦新
宇久神浦新
宇久下山
宇久飯良
宇久長野
宇久平
宇久飯良

持　双 久大夫
三太郎

松　原（新）
瀬戸前目居二成候
小値賀笛吹
壱　州

五　市
和　吉
留　藏
千　太
辰　藏

松　原（新）
瀬　戸
瀬戸御崎居成候
宇久平
宇久平
宇久平

双海附 平　七
又五郎
佐　平
五　郎
幸之助

神　浦
神　浦
宇久小浜
宇久蒲浦
宇久飯良
壱　州

金兵衛
藤　七
喜太郎
音　吉
柘植蔵
初五郎
三　吉
太　助
熊　吉
喜　平

神　浦
神　浦
宇久平
宇久平
宇久平
宇久下山
宇久蒲浦
宇久小浜
宇久小浜
宇久飯良（新）

出所）「巳冬御崎前目友押割」（益冨資料 1256―1）より作成。
備考）本史料には「9月 4日割」とある。友押名が未記入の場合、史料では空白となっている。
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表 16　安政 5年（1858）益冨御崎・勝本冬組の友押割

所在地 平戸藩生月島御崎浦 平戸藩壱岐勝本浦
職種・鯨船名 友押名 出身地 友押名 出身地

勢　子 弥五郎
又五郎
金　七
三　六
権　八
久　太
熊　吉
寅　吉
千　藏
作　藏
甚　松
吉　藏
千　吉
亀　吉
七　藏
幾次郎

音　琴
千　綿
川　棚
小値賀笛吹
小値賀笛吹
小値賀寺島
宇久神浦
宇久飯良
宇久蒲浦
宇久下山
宇久下山
宇久平
宇久下山
宇久平
宇久長野
宇久平

又五郎
津和次郎
三大夫
千　助
貞右衛門

寅　吉
金四郎
甚　助
宗　吉
弥　市
馬　藏
新兵衛
紋次郎
与次郎
源　藏

小　串
川　棚（新）
千　綿
松　原
江　串（新）
伊　浦（新）
宇久下山
宇久平
宇久平
宇久飯良
宇久小浜
宇久神浦
宇久蒲浦
宇久蒲浦
宇久神浦（新）
宇久神浦（新）
壱　州（新）
壱　州（新）

持　双 藤次郎
久大夫
千　太
仁　蔵

松　原
瀬　戸
宇久平
壱　州

彦　三
和　吉
元　吉
辰　藏
留　藏
儀三郎

瀬　戸
瀬　戸
松　原（新）
宇久平
宇久平
宇久平

双海附 金兵衛
初五郎
柘植蔵
音　吉
喜　平
伴　蔵

神　浦
宇久下山
宇久平
宇久平
宇久飯良
壱　州

平　七
喜太郎
茂三郎
源次郎
左　平
多　助
熊　藏
五　郎
三　吉
幸之助

神　浦
宇久平
宇久平
宇久平
宇久小浜
宇久小浜
宇久小浜
宇久蒲浦
宇久蒲浦
宇久飯良

出所）「午冬御崎勝本友押割」（益冨資料 1248―2）より作成。
備考） 本史料には「9月 22日割」とある。小値賀寺島については「同所寺島」と記されている。
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表 17　安政 4 年（1857）益冨前目冬組の羽指友押割

所在地 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 伝次右衛門
寅大夫
八大夫
惣大夫
清　蔵
芳五郎
三　藏
政治郎
藤　作
磯大夫
金大夫
太郎蔵
太平次
勝　蔵
丹　吾
惣兵衛
弥太郎
太郎一

金　七
弥五郎
熊　吉
万　藏
甚　松
又五郎
千　藏
作　藏
寅　吉
吉　藏
藤　平
惣　吉
弥　市
甚　吉
千　吉
七　藏
作治郎
幾　平

川　棚
音　琴
宇久神浦
小　串
宇久下山
千　綿
宇久蒲浦
宇久下山
宇久飯良
宇久平
宇久小浜
宇久飯良
宇久小浜
小　口
宇久下山
宇久長野
川　棚
宇　久

勢子持双 大　藏
太　郎
辰次郎
寅　藏

久大夫
藤次郎
千太郎
五　市

瀬　戸
松　原
宇久平
瀬　戸

本持双 判　藏
利　八
彦　市
豊　吉

留　藏
辰　藏

宇久平
宇久平

増羽指 吉次郎　（春勢子）
三　六
熊次郎
寅左衛門
沢　蔵
長大夫
作次郎　（新）
徳　蔵　（新）
兼　作　（小新）
甚　作　（小新）

双海附 善　吉
久大夫　（名）
権大夫
亀之助
太兵衛
喜　市
国　藏
久　市
密　藏　（名）
熊大夫　（新）

金　平
藤　七
熊　藏
太　介
音　吉
初五郎
喜太郎
三　吉
柘植蔵
喜　平

神　浦
神　浦
宇久小浜
宇久小浜
十　川
宇久下山
宇久平
宇久蒲浦
宇久平
宇久飯良

増加子 紋大夫ノ八治郎
亀之助ノ松次郎
太平次ノ与　八
卯右衛門ノ幾太郎
太郎蔵ノ弥之助（新）
豊次郎ノ作　藏（新）

双　海 惣　吉
初五郎
栄次郎
千　吉
与　吉
勇　吉
初五郎
勘太郎
岩　平
卯三郎

田　島
四　代
矢　島
田　島
田　島
矢　島
宇久島
矢　島
田　島
四　代

出所）「安政 4年巳冬 前目羽指若衆面附并役割」（益冨資料 1160）より作成。
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表 18　安政 5年（1858）益冨板部春組の羽指友押割

所在地 五島藩板部
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地

勢　子 伝次右衛門
八大夫
清　蔵
三　藏
藤　作
金大夫
太平次
丹　吾
佐次右衛門
弥太郎
伝　藏
権四郎
吉　松
吉次郎

金　七
熊　藏
甚　松
千　藏
寅　藏
千　吉　
弥　市
紋次郎
幾次郎
七　藏
三　八
吉　藏
幾　平
作次郎

川　棚
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
川　棚

勢子持双 辰次郎
寅　藏

千太郎
藤次郎

宇　久
松　原

本持双 利　八
豊　吉

留　藏
辰　藏

宇久平
宇久平

増羽指 熊次郎
沢　蔵
長大夫
作次郎

双海附 善　吉
権大夫
太兵衛
丹　蔵
久　市
徳次郎

金　平
左　平
熊　藏
音　吉
喜　平
幸之助

神　浦
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久

増加子 亀之助ノ松次郎
太平次ノ与　八
豊次郎ノ作　藏

双　海 与　吉
千　吉
勇　吉
栄次郎
左　七
五郎右衛門

田　島
田　島
矢　島
矢　島
鞆
四　代

出所）「安政 5〔年〕2月 午春板部羽指友押并若衆割」（益冨資料 1157）より作成。
備考）「双海」については、本史料では「双海割」と記されている。



人文学部研究論集（第56号）

（29）

45

表 19　安政 5年（1858）益冨前目・板部春組の羽指友押割

所在地 平戸藩壱岐前目浦 五島藩板部
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地
勢　子 寅大夫

惣大夫
芳五郎
政治郎
磯大夫
太郎蔵
勝　蔵
惣兵衛
太郎一
国　藏
大　藏
密　藏

弥五郎
万　藏
又五郎
八十右衛門
貞　蔵
藤　平
病気ニて不参
甚　吉
惣　吉
作　蔵
熊右衛門
亀三郎

音　琴
小　串
千　綿
渡　良
瀬　戸
宇久小浜

小　口
宇久飯良
宇　久
沖　島
渡　良

伝次右衛門
八大夫
清　蔵
三　藏
藤　作
金大夫
太平次
丹　吾
弥太郎
吉次郎

金　七
熊　藏
甚　松
千　藏
寅　吉
吉　蔵
弥　市
千　吉
七　藏
作治郎
幾　平

川　棚
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
宇　久
川　棚
宇　久

勢子持双 太　郎
伴　藏

久大夫
五　市

瀬　戸
瀬　戸

辰次郎
虎　藏

藤次郎
千太郎

松　原
宇　久

本持双 彦　市
兼　作

種　藏
寅　平

渡　良
渡　良

利　八
豊　吉

留　藏
辰　藏

宇　久
宇　久

増羽指 三　六
甚　作

熊次郎
沢　蔵
長大夫
作次郎

双海附 久大夫
亀之助
喜　市
虎左衛門
熊大夫
徳次郎

藤　七
太　助
三　吉
重　蔵
喜太郎
柘植蔵

川　棚
宇　久
宇　久
飯　良
宇　久
宇　久

善　吉
権大夫
太兵衛
久　市

金　平
熊　藏
音　吉
喜　平

宇　久
宇　久
宇　久

増加子 紋大夫ノ八次郎
太郎蔵ノ弥之助
卯右衛門ノ幾太郎

亀之助ノ松次郎
太平次ノ与　八
豊次郎ノ作　藏

出所）「安政 5年 2月 午春前目羽指若衆面附并役割」（益冨資料 1159）より作成。
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表 20　�安政元年（1854）益冨御崎・勝本冬組
の羽指割

所在地 平戸藩生月島 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 梶右衛門

鷲右衛門
豊大夫
卯右衛門
卯三郎
浅次郎（大）
鱶　藏
紋大夫
金大夫
竹三郎
太平次
勝　蔵
市　作
丹　吾
虎之助

太五郎
勝大夫
徳　蔵
寅大夫
八大夫
惣大夫
久大夫（名）
清　蔵
左次兵衛
三　藏
芳五郎
作大夫
政次郎
藤　作
磯大夫
太郎蔵
与大夫（舘）
牛　藏
左次右衛門
才次郎
惣兵衛
鉄　蔵

勢子持双 弥太郎
伝　藏（舘）

小　伝
権四郎
三　藏
太郎一

本持双 芳　太
伴　藏

大　蔵
太　郎
辰次郎
虎　藏

増羽指 伝　吾
与　市（舘）

留大夫
吉次郎
彦　市
豊　吉
密　藏（名）

双海附 郷大夫
太次郎
丹　蔵
卯太郎
密大夫
太郎助

善　吉
権大夫
亀之助
太兵衛
馬左衛門
喜　市
久　市
国　藏
原太郎
利　八

増加子 久米七ノ寅左衛門
勝　蔵ノ長大夫
丹　藏ノ牛右衛門

清　蔵ノ三　六
権大夫ノ寅次郎
磯大夫ノ熊次郎
政次郎ノ作次郎
熊次郎ノ沢　藏

小八丁乗 久米七
出　会 吉次郎

留大夫
大　蔵
太　郎
辰次郎
虎　蔵
原太郎
利　八
彦　市
豊　吉
密　藏（名）
国　藏
久　市

出所） 「寅冬御崎勝本居羽指割」（益冨資料 1122）よ
り作成。

備考） 本史料には「寅 11月朔日割」とある。また、
表 20～ 25の所在地については、紙幅の都合
により「御崎浦」「勝本浦」「前目浦」の表記
を省略した。

表 21　�安政 2年（1855）益冨御崎・前目冬組
の羽指割

所在地 平戸藩生月島 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 梶右衛門

鷲右衛門
豊大夫
左次兵衛
三　藏
鱶　藏
紋大夫
金大夫
太平次
勝　蔵
左次右衛門
斎次郎
虎之助
鉄　藏
伝　藏（舘）

太五郎
勝大夫
徳　蔵
虎大夫
八大夫
惣大夫
久大夫（名）
清　藏
芳五郎
浅次郎（大）
政次郎
藤　作
磯大夫
太郎蔵
与大夫（舘）
牛　藏
丹　吾
惣兵衛
弥太郎
権四郎

勢子持双 太郎一
芳　太

三　藏
大　藏
太　郎
辰次郎

本持双 原太郎
伝　吾

虎　藏
伴　藏
利　八
彦　一

増羽指 留大夫（春勢子）
与　市（舘）
寅次郎（新）
虎左衛門（新）

吉次郎（春勢子）
豊　吉
密　藏（名）
三　六
熊次郎（新）

双海附 卯三郎
権大夫
丹　蔵
馬左衛門
卯太郎
太郎助

善　吉
卯右衛門
太次郎
亀之助
太兵衛
竹三郎
密大夫
喜　市
久　市
国　藏

増加子 勝　藏ノ長大夫
丹　藏ノ牛右衛門

政次郎ノ作次郎
熊治郎ノ沢　藏
鱶　藏ノ音次郎（新）
辰左衛門ノ徳次郎（新）

小八丁乗 久米七
出所） 「安政 2〔年〕11月 卯冬惣組羽指割」（益冨

資料 1107）より作成。
備考）本史料には「卯 11月 14日割」とある。
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表 22　�安政 3年（1856）益冨御崎・勝本冬組
の羽指割

所在地 平戸藩生月島 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 太五郎

鷲右衛門
豊大夫
左次兵衛
三　藏
藤　作
紋大夫
金大夫
与大夫（舘）
勝　蔵
竹三郎
佐次右衛門
斎次郎
鉄　藏
伝　藏（舘）

梶右衛門
勝大夫
徳　蔵
虎大夫
八大夫
惣大夫
久大夫（名）
清　藏
芳五郎
浅次郎（大）
政次郎
鱶　藏
磯大夫
太郎蔵
太平次
牛　藏
丹　吾
惣兵衛
弥太郎
権四郎

勢子持双 太郎一
芳　太

三　藏
大　藏
太　郎
辰次郎

本物双 原太郎
伝　吾

虎　藏
伴　藏
利　八
彦　市

増羽指 留大夫（春勢子）
小　伝
与　市（舘）
虎次郎

吉次郎（春勢子）
豊　吉
三　六
熊次郎
虎左衛門
沢　蔵（新）
牛右衛門（新）
長大夫（新）

双海附 卯三郎
権大夫
丹　蔵
馬左衛門
卯太郎
太郎助

善　吉
卯右衛門
太次郎
亀之助
太兵衛
密大夫
喜　市（春勢子）
久　市
国　藏（春勢子）
密　藏（名）

増加子 鱶　藏ノ音次郎
金大夫ノ彦次郎（新）
豊大夫ノ市　藏（新）

政次郎ノ作次郎
辰左衛門ノ徳次郎（新）
紋大夫ノ八次郎（新）
亀大夫ノ松次郎（新）
太平次ノ与　八（新）
卯右衛門ノ幾太郎

小八丁乗 久米七
出所） 「安政 3年 11月 辰冬惣組羽指割」（益冨資料

1106）より作成。
備考） 他表の史料では「亀之助ノ松次郎」とあるが、

本史料では「亀大夫ノ松次郎」と記されている。

表 23　�安政 4 年（1857）益冨御崎・前目冬組
の羽指割

所在地 平戸藩生月島 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 鷲右衛門

豊大夫
左次兵衛
浅次郎（大）
鱶　藏
紋大夫
与大夫（舘）
竹三郎
牛　藏
左次右衛門
斎次郎
鉄　藏
伝　藏（舘）
権四郎
三　藏

伝次右衛門
虎大夫
八大夫
惣大夫
清　藏
芳五郎
三　藏
政次郎
藤　作
磯大夫
金大夫
太郎蔵
太平治
勝　藏
丹　吾
惣兵衛
弥太郎
太郎一

勢子持双 芳　太
原太郎

大　藏
太　郎
辰次郎
虎　蔵

本持双 伝　吾
与　市（舘）

伴　藏
利　八
彦　市
豊　吉

増羽指 留大夫（春勢子）
虎次郎
牛右衛門
音次郎（新）

吉次郎（春勢子）
三　六
熊次郎
虎左衛門
沢　蔵
長大夫
作次郎
徳次郎

双海附 梶右衛門
卯三郎
丹　蔵
太郎助
斎　吉（新）
徳次郎（新入）

善　吉
久大夫（名）
権大夫
亀之助
太兵衛
喜　市
国　藏
久　市
密　藏（名）
熊大夫（新）

増加子 亀大夫ノ彦次郎
豊大夫ノ市　藏
三　藏ノ寅次郎（新）

紋大夫ノ八次郎
亀之助ノ松次郎
太平次ノ与　八
卯右衛門ノ幾太郎
太郎蔵ノ弥之助（新）
豊次郎ノ作　藏（新）

小八丁乗 久米七
出所） 「安政 4年 巳冬惣組羽指割」（益冨資料 1110）

より作成。
備考）本史料には「11月 7日割」とある。
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表 24　�安政 5年（1858）益冨御崎・勝本冬組
の羽指割

所在地 平戸藩生月島 平戸藩壱岐
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 鷲右衛門

豊太夫
左次兵衛
浅次郎（大）
鱶　藏
紋太夫
与太夫（舘）
丑　藏
斎次郎
鉄　藏
弥太郎
伝　藏（舘）
権四郎
三　藏
芳　太
大　藏

伝次右衛門
虎太夫
八太夫
惣太夫
清　藏
芳五郎
政次郎
藤　作
磯太夫
金太夫
太郎蔵
太平次
勝　藏
竹三郎
丹　吾
惣兵衛
太郎一
国　藏

勢子持双 虎　藏
利　八

太　郎
辰次郎
原太郎
伴　蔵

本持双 伝　吾
与　市（舘）

彦　市
豊　吉
兼　作（壱州）
三　六

増羽指 留太夫（春勢子）
虎次郎
熊次郎
牛右衛門
音次郎

虎左衛門
沢　蔵
長太夫
作次郎
徳次郎
甚　作（壱州）
島　吉（壱州新）
猶　助（壱州新）
金太夫ノ彦次郎（新）
紋太夫ノ八次郎（新）
亀太夫ノ松次郎（新）
太平次ノ与　八（新）

双海附 勝太夫
卯三郎
三　蔵
太郎助
熊太夫
徳次郎

善　吉
権太夫
太兵衛
丹　蔵
久米七
左次右衛門
喜　市
久　市
作十郎（壱州新）
長右衛門（壱州新）

増加子 豊太夫ノ市　藏
三　藏ノ虎次郎
伝次右衛門ノ芳蔵（新）
三　藏ノ左助（新）

卯右衛門ノ幾次郎
太郎蔵ノ弥之助
豊次郎ノ作　藏
伝太夫ノ徳五郎（新）
善　吉ノ亀太郎

小八丁乗 吉次郎
出所） 「安政 5 午冬惣組羽指割」（益冨資料 1101）

より作成。
備考） 表 2～ 22のもとになった史料では「大夫」と

記されているのに対し、本史料では明確に「太
夫」と記されているため、本表では原文にし
たがい「太夫」と表記した。また、御崎組の「斎
次郎」「弥太郎」「芳太」「大蔵」「三蔵（双海附）」
「徳次郎」の 5名には白丸「○」が付されており、
「御崎組」の末尾には「○印板部直り」と記さ
れている。

表 25　�安政 5年（1858）益冨前目・板部春組
の羽指割

所在地 平戸藩壱岐 五島藩板部
職種・鯨船名 羽指名 羽指名
勢　子 虎大夫

惣大夫
芳五郎
政次郎
磯大夫
太郎蔵
惣兵衛
太郎一
国　藏（春）
大　藏（春）

伝次右衛門
八大夫
勢　藏
三　藏
藤　作
金大夫
太平治
丹　吾
弥太郎
吉次郎

勢子持双 太　郎
伴　蔵

辰次郎
虎　蔵

本持双 彦　市
兼　作（新）

利　八
豊　吉

双海附 久大夫
亀之助
喜　市
虎左衛門
熊大夫
徳次郎

善　吉
権大夫
太兵衛以
久　市

増羽指 三　六
甚　作（新）

熊次郎
沢　蔵
長大夫
作次郎

増加子 太郎蔵ノ弥之助
紋大夫ノ八次郎
卯右衛門ノ幾太郎

亀之助ノ松次郎
太　平ノ与　八
豊次郎ノ作　藏

出所） 「安政5〔年〕 午春前目板部羽指若衆面附帳」（益
冨資料 1109）より作成。

備考） 「太郎蔵」と「惣兵衛」の間には羽指名（勝
蔵ヵ）が記されているが、その上に付紙が貼
られ、「病気不参」とある。また、他表の史料
では「太平次ノ与八」とあるが、本史料では「太
平ノ与八」と記されている。
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表 26　安政 7年（1860）益冨御崎・板部春組の羽指友押割

所在地 平戸藩生月島 五島藩板部
職種・鯨船名 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地 羽指名 友押（船頭）名 友押の出身地
勢　子 寅大夫

八大夫
佐次兵衛
鱶　藏
太郎蔵
与大夫
竹三郎
丹　吾
鉄　蔵
伝　藏
太郎一
留大夫
原太郎

金四郎
与次郎
和　平
権　八
紋次郎
七　藏
亀　吉
幸　作
庄　蔵
三　六
弥　平
久太郎

宇久島
宇久島
宇久島
小値賀
宇久島
宇久島
宇久島
宇久島
宇久島
小値賀
宇久島
宇久島
春ゟ舘新敷

伝次右衛門
清　蔵
浅次郎
政次郎
紋大夫
太平次
勝　蔵
惣兵衛
弥太郎
権四郎
三　藏
大　藏
辰次郎
寅　藏

貞　吉
又五郎
助大夫
長　八
末　吉
常　藏
久次郎
善　市
初五郎
源右衛門
虎　吉
千　藏
熊　吉
甚助（御崎ゟ下り）

井　浦
小　串
音　琴
音　琴
千　綿
神　浦
小　口
敷　住
敷　住
江　島
宇久島
宇久島
宇久島
宇久島

勢子持双 利　八
伝　吾

辰　藏
千　太

宇久島
宇久島

伴　藏
彦　市

彦　作
芳　松

瀬　戸
瀬　戸

本持双 豊　吉
三　六

宇久春出
壱部春出

与　市
熊次郎

助　作
武　作

瀬　戸
神　浦

増羽指 虎次郎
寅左衛門
音次郎
与　八

沢　蔵
作次郎
徳次郎
松次郎

双海附 善　吉
卯三郎
太兵衛
熊大夫

要　助
幾次郎
五　郎
善五郎（勢子ゟ）

宇久島
宇久島
宇久島
宇久島

権大夫
三　藏
喜　市
長大夫

金　平
平　七
左　平
喜太郎（御崎ゟ下り）

神　浦
神　浦
宇久島
宇久島

増加子 太郎蔵ノ弥之助
三　藏ノ寅次郎
伝次右衛門ノ芳蔵

宇太郎ノ幾太郎
善　吉ノ亀太郎
三　藏ノ左　助

小八丁乗 国　藏
双　海 為　吉

久　吉
佐　七
初五郎

田　島
田　島
鞆
宇久附ゟ

惣　吉
五　郎

初太郎

田　島
田　島
田　島
宇久春出

網大工 八郎治 勇　平
出所）「安政 7 申春羽指若衆割」（益冨資料 1257）より作成。
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